マスコミ掲載用

１０月１日、観光庁は、関係者の皆様のご支援により、その第一歩を踏み出しました。
観光庁に対しては、関係各方面から大きな期待が寄せられており、我々観光庁職員には、その期待に応える大きな責務があると強く自覚し、改めて姿勢を正しております。
私どもの基本的な使命は、観光立国の推進にあり、より具体的には、観光立国推進基本法に基づき閣議決定された観光立国推進基本計画に定められた訪日外国人旅行者数を2010年までに1,000万人とするなどの目標を達成することです。

観光庁は、政府における観光立国の実現に向けた中心的組織となる訳ですが、観光立国の実現は観光庁のみで成し遂げられるものではありません。官民を問わず、多くの関係の方々と連携をすることによって初めて、観光立国へ向けた施策の総合的な推進は可能となります。そのためにも自らの変革が必要と考えており、「開かれた観光庁」という合言葉のもとに、観光庁という新しい組織に相応しい新しい意識と文化を創造することを決意しております。スピード感、効率性、成果主義を重視した観光行政を展開して行く所存であり、情報公開の徹底による透明性の向上、産学官連携・省庁間連携の強化、戦略的・機動的な情報発信も推進します。また、２０２０年２０００万人を目標とした外客誘致を進めるなど、新たな政策展開にも積極果敢に取組むつもりです。
観光庁が皆様の期待に十分に応えられるよう、私自身が先頭に立って全職員が一丸となり新しい観光行政を進めてまいりますので、観光庁へのご支援・ご協力をお願い申し上げます。
　観光庁長官　本保　芳明


[image: image1.png]









